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12月定例会
4
月
か
ら
和
田
出
張
所
を
廃
止
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丹
波
市
議
会
議
員
及
び
丹

波
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選

挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す

る
条
例
の
制
定

　

公
職
選
挙
法
に
も
と
づ

き
、
選
挙
費
用
の
一
部
が
公

費
負
担
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
　

吉
見
公
之
議
員

　
　

藤
本
正
巳
議
員

　
　

西
本
嘉
宏
議
員

②
和
田
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

　

和
田
財
産
区
議
場
、
第
二

会
議
室
お
よ
び
廊
下
な
ど
の

管
理
費
は
面
積
按
分
し
、
市

の
負
担
と
し
ま
す
。

③
支
所
ま
で
の
道
路
問
題

　
「
谷
川
バ
イ
パ
ス
道
路
整
備

の
早
期
事
業
採
択
」
は
県
知

事
に
要
望
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
も
引
き
続
き
、
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

④
交
通
手
段
の
確
保

　

全
市
的
な
課
題
で
あ
り
、

今
後
市
の
交
通
行
政
施
策
に

お
い
て
研
究
し
ま
す
。

　

市
当
局
か
ら
の
以
上
の
回

答
に
対
し
て
、
了
承
が
得
ら

れ
ま
し
た
。

　
　

藤
本
正
巳
議
員

　
　

西
本
嘉
宏
議
員

　
　

田
口
勝
彦
議
員

人
事
案
件

　

第
23
回
12
月
定
例
会
は
、
12
月
7
日
か
ら
26
日
ま
で
の
20
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

本
会
議
で
は
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
同
意
や
和
田
出

張
所
廃
止
に
伴
う
関
係
条
例
、
選
挙
費
用
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
制
定
、
一
般
会
計
や

各
特
別
会
計
の
補
正
予
算
、
請
願
な
ど
慎
重
に
審
議
し
可
決
し
ま
し
た
。

丹
波
市
出
張
所
の
廃
止
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例
の
制
定

　

和
田
地
域
自
治
会
長
会
か

ら
、
出
張
所
の
廃
止
に
伴
い
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
将
来
的
な

課
題
を
含
め
た
要
望
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

①
職
員
の
活
用
に
つ
い
て

　

市
役
所
への
各
種
書
類
の
届

出
な
ど
要
望
が
あ
れ
ば
職
員

が
対
応
を
す
る
こ
と
と
し
ま

す
。
職
員
に
は
周
知
を
徹
底

し
ま
す
。

　

廃
止
後
は
、
現
出
張
所
に

「
連
絡
箱
」
を
設
置
し
ま
す
。

賛
成
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

　

市
長
が
任
命
す
る
教
育
委

員
会
委
員
、
法
務
大
臣
が
委

嘱
す
る
人
権
擁
護
委
員
の
候

補
者
推
薦
の
二
件
は
、
い
ず

れ
も
同
意
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

教
育
委
員
会
委
員

　
　

梅
垣　

明
子　
　

　
　
　
　
　

柏
原
町
柏
原

人
権
擁
護
委
員

　
　

山
内
富
士
江　

　
　
　
　
　

春
日
町
栢
野

人事院勧告分及び職員人事異動 
丹波竜活用事業土地購入費（駐車場用地）など
減債基金利子積立金 
小学校管理事業（修繕料など） 
休日診療所運営事業 
3チャイルドすこやか支援手当
野猪等防除事業（活動補助金など）
市営住宅管理事業 
橋りょう新設改良事業
まちづくり総合支援事業
老人保健特別会計繰出金            
水道事業会計繰出金

5,238
28,143
2,129
10,972
555
1,080
2,387
2,500
36,500
60,000
261,397
35,522

【 補正予算の主なもの 】 （単位千円）

△使用禁止中の遊具

【  　 】【  　 】小学校管理事業
（修繕料など）に
1千万円を補正

△廃止される和田出張所



12月定例会
4
月
か
ら
和
田
出
張
所
を
廃
止

一般廃棄物処理施設

「用地決定の白紙を求める請願」を採択「用地決定の白紙を求める請願」を採択「用地決定の白紙を求める請願」を採択

たんばりんぐ /2008.13

は
明
ら
か
で
あ

る
。
ま
た
、
こ

の
請
願
を
採
択

し
て
も
問
題
の

解
決
に
は
な
ら

な
い
。」
な
ど
の

内
容
で
し
た
。

　

本
会
議
で
は

民
生
常
任
委
員

長
か
ら
委
員
会

報
告
が
さ
れ
、
賛

成
、
反
対
そ
れ

ぞ
れ
の
討
論
を

経
て
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数

で
請
願
は
採
択

と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
討
論
で
は
、
市
当
局

の
適
切
さ
を
欠
く
対
応
を

指
摘
す
る
意
見
が
多
く
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
の
討
論
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
　

高
橋
信
二
議
員

　
　

前
川
豊
市
議
員

　
　

西
本
嘉
宏
議
員

　
　

平
井
孝
彦
議
員

　
　

足
立
鉄
男
議
員

き
ま
し
た
。
審
査
に
あ
た
っ

て
は
、
請
願
の
3
名
の
紹

介
議
員
や
国
領
自
治
会
の

請
願
者
か
ら
詳
し
い
内
容

と
願
意
の
説
明
を
聞
き
ま

し
た
。

　

特
に
論
議
と
な
っ
た
こ

と
は
、
隣
接
自
治
会
の
同

意
を
得
る
こ
と
が
不

要
で
あ
っ
た
こ
と
。

請
願
書
の
「
一
般
廃

棄
物
処
理
施
設
建
設

委
員
会
か
ら
答
申
さ

れ
た
建
設
用
地
の
決

定
を
一
旦
白
紙
に
戻

し
、
再
度
用
地
選
定

の
協
議
を
す
る
こ
と

を
求
め
る
」
と
い
う

部
分
で
す
。
こ
の
「
白

紙
」
の
段
階
と
は
、

4
自
治
会
が
応
募
さ

れ
た
時
点
な
の
か
、

そ
れ
以
前
の
全
自
治

　

こ
の
請
願
は
、
9
月
19

日
に
国
領
自
治
会
か
ら
議

会
に
提
出
さ
れ
、
民
生
常

任
委
員
会
に
付
託
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
11
月
13
日
、

12
月
19
日
、
25
日
の
3
回

に
わ
た
り
審
査
を
重
ね
て

会
へ
の
公
募
を
呼
び
か
け

た
段
階
な
の
か
で
議
論
が

あ
り
ま
し
た
。

　

請
願
者
か
ら
は
、「
野
上

野
自
治
会
か
ら
の
申
請
地

が
「
妥
当
」
と
の
答
申
に

あ
た
り
、
隣
接
の
国
領
自

治
会
に
は
市
か
ら
協
議
の

機
会
は
一
度
も
な
か
っ
た
。

ま
た
、「
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」
へ
の
申
請
の
段
階
か

ら
国
領
に
参
加
を
呼
び
か

け
、
協
議
す
る
こ
と
を
指

導
す
べ
き
だ
っ
た
の
に
、

市
の
適
切
な
指
導
も
な
さ

れ
な
か
っ
た
」
こ
と
へ
の

憤
り
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
市
か
ら
は
こ
れ

ま
で
の
国
領
自
治
会
と
の

交
渉
経
緯
、
解
決
に
向
け

て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
の
採
択
に
あ

た
り
、
こ
の
請
願
を
採
択

す
る
こ
と
に
対
し
て
、
賛

成
意
見
は
「
こ
の
請
願
を

採
択
し
願
意
に
戻
す
こ
と

が
今
後
、
国
領
と
野
上
野

自
治
会
と
市
の
協
議
の
出

発
点
と
な
る
。
こ
れ
ま
で

の
市
の
対
応
に
つ
い
て
反

省
す
べ
き
で
あ
る
」
な
ど

　

市
が
春
日
町
野
上
野
に
建
設
を
予
定
し
て
い
る一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
用
地
に
つ
い
て
、
隣
接
す
る
国
領
自
治
会
か
ら
用
地
決
定

の
白
紙
を
求
め
て
提
出
さ
れ
た
「
丹
波
市
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

建
設
用
地
に
関
す
る
請
願
」
に
つ
い
て
、
12
月
25
日
の
民
生
常
任

委
員
会
で
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
採
択
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
26
日
の
本
会
議
に
お
い
て
委
員
会
報
告
を
受
け
、
討
論

を
行
な
い
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
請
願
を
採
択
し
ま
し
た
。

の
意
見
で
し
た
。

　

ま
た
、
反
対
討
論
が
さ

れ
、「
議
会
が
、
採
択
す
る

こ
と
は
、
執
行
権
の
侵
害

に
な
る
こ
と
も
考
慮
す
べ

き
だ
。
建
設
用
地
に
関
し
、

早
急
に
当
局
に
お
い
て
解

決
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
」、

「
市
に
と
っ
て
廃
棄
物
処
理

施
設
の
建
設
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に

は
誰
も
異
論
が
な
く
、
今
、

こ
の
請
願
を
採
択
す
る
こ

と
は
今
後
の
施
設
建
設
に

大
き
な
影
響
が
出
る
こ
と

反
対
討
論

賛
成
討
論

△請願審査（民生常任委員会）

△市が決定した建設予定地
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12月定例会
　

水
道
整
備
計
画
は
18
年
に

策
定
さ
れ
た
「
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
も
と
づ
き
、
18
年
度

か
ら
27
年
度
に
か
け
て
、
水

道
施
設
の
平
準
化
と
水
系
の

統
合
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
柏
原
、
氷
上
、
青

垣
、春
日
地
域
の
4
上
水
道
、

6
簡
易
水
道
を
「
中
央
上

水
道
事
業
」
に
統
合
す
る
た

め
の
認
可
変

更
手
続
き
が

進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

計
画
で
は
、

青
垣
地
域
の

新
水
源
の
開

発
で
、
こ
の
水

を
氷
上
町
北

地
区
な
ど
に

供
給
し
、
現

在
、
氷
上
町

桟
敷
水
源
の

水
を
主
に
春

日
地
域
に
送

り
、
黒
井
地

区
の
一
部
と

春
日
部
、
国

領
地
区
に
送

水
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
と
は
別
に
、
氷
上
町

南
、
東
地
区
の
水
の
一
部
が

船
城
地
区
と
黒
井
地
区
の
一

部
に
送
水
さ
れ
る
計
画
で

す
。

　

ま
た
、
氷
上
中
央
、
氷
上

南
、
西
芦
田
、
桟
敷
の
4
浄

水
場
を
新
設
、
改
修
さ
れ
ま

す
。
氷
上
地
域
の
浄
水
場
で

は
、
現
在
塩
素
滅
菌
の
み
の

処
理
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
浄
水
場
に

新
た
に
紫
外
線
処
理
装
置
を

導
入
し
、
耐
塩
素
性
原
虫
ク

リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
対
策

を
講
じ
安
全
性
が
図
ら
れ
ま

す
。

　

市
内
の
他
の
地
域
で
は
、

山
南
地
域
内
の
3
つ
の
水
道

事
業
が
山
南
上
水
道
に
統
合

さ
れ
た
ほ
か
、
今
後
、
市
島

地
域
の
上
水
道
事
業
へ
の
統

合
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

事
業
費
は
、
中
央
上
水
道

で
87
億
円
（
う
ち
国
庫
補
助

金
14
億
4
2
0
0
万
円
）

山
南
上
水
道
22
億
円
、
市

島
上
水
道
33
億
の
合
計

1
4
2
億
円
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

市
議
会
は
26
日
の
本
会
議

で
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
、

「
道
路
整
備
財
源
の
安
定
的

な
確
保
を
求
め
る
意
見
書
」

と
「
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
体
制
の
充
実
を
求
め
る
意

見
書
」
の
二
つ
の
意
見
書
を

賛
成
多
数
お
よ
び
賛
成
全
員

で
採
択
し
、内
閣
総
理
大
臣
、

衆
・
参
議
院
議
長
、
関
係
閣

僚
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

道
路
整
備
財
源
の
確
保

は
、
遅
れ
て
い
る
地
方
の
道

路
整
備
を
図
る
上
で
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
体
制
は
緊
急
治
療
を

要
す
る
傷
病
者
に
対
し
て
迅

速
･
的
確
な
救
急
搬
送
体
制

の
確
立
を
求
め
る
も
の
で
す
。

旧
4
町
の
水
道
を
一
本
化

「
中
央
上
水
道
事
業
」に

　

11
月
30
日
に
氷
上
保
健

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
市
議
会

議
員
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
議
員
が
共
通

す
る
課
題
の
中
か
ら
研
鑽

を
深
め
、
よ
り
幅
広
い
知

識
を
得
る
こ
と
で
今
後
の

活
動
に
活
か
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
し
て
行
な
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

講
師
は
、
丹
波
市
出
身

の
東
京
大
学
名
誉
教
授
で

あ
り
、
現
在
、
兵
庫
県
立

人
と
自
然
の
博
物
館
長
の

岩
槻
邦
男
氏
で
し
た
。
先

生
は
、
京
都
大
学
を
卒
業

後
、
大
学
で
永
く
教
鞭
を

取
ら
れ
、
シ
ダ
研
究
の
第
一

人
者
で
す
。

　

テ
ー
マ
は
「
ふ
る
さ
と

丹
波
に
想
う
～
恐
竜
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
と

い
う
内
容
で
し
た
。

　

講
演
で
は
、「
今
日
の

私
が
あ
る
の
は
丹
波
で
遊

び
、
育
っ
た
こ
と
の
体
験
が

大
き
く
、
そ
う
し
た
ふ
る

さ
と
の
丹
波
で
恐
竜
化
石

が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
大

変
嬉
し
い
。
今
後
の
発
掘

を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
学
術
価
値
は
極
め

て
大
き
い
と
感
じ
て
い
る
。

こ
れ
を
ぜ
ひ
活
か
し
て
ほ

し
い
が
、
地
域
に
合
っ
た
方

法
で
そ
の
土
地
の
人
が
ま

ず
考
え
る
こ
と
が
大
事
で

あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、

博
物
館
も
で
き
る
支
援
を

し
て
い
き
た
い
」
と
い
う

内
容
で
し
た
。

二つの意見書を
国に提出

「道路整備財源の安定的な
確保を求める意見書」と

「メディカルコントロール
体制の充実を求める
意見書」

柏原町上水道

青垣町上水道

氷上町北部
簡易水道

氷上町南部
簡易水道

氷上町上水道氷上町西
簡易水道 春日町多利

簡易水道

春日町貝市
簡易水道

春日町東部（国領）
簡易水道 

西芦田浄水場区域

桟敷・氷上中央
浄水場区域氷上南

浄水場区域

桟敷・氷上中央浄水場区域

氷上南浄水場区域

市原浄水場区域

母坪浄水場区域 三井庄浄水場区域

春日町上水道

中央上水道事業区域
（統合区域）

市島
地域

山南
地域

△議員研修

ふるさと丹波に想う　岩槻東大名誉教授ふるさと丹波に想う　岩槻東大名誉教授

議 員
研修会を
開 催
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12月定例会

で
は
な
い
。
廃
止
は
訓
練

に
来
る
こ
と
を
明
日
の
希

望
と
し
て
、
ま
た
、
心
の

支
え
と
し
て
参
加
さ
れ
て

い
る
障
害
者
の
方
に
と
っ

て
断
腸
の
思
い
で
あ
る
。

現
状
維
持
で
も
い
い
か
ら

市
の
支
援
を
。

   

▼
現
在
の
機
能
訓
練
事
業

は
廃
止
し
ま
す
が
、
新
た

な
事
業
と
し
て
何
が
で
き

る
か
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

答

   

　
　

市
の
自
殺
死
亡
率
が

非
常
に
高
い
。
貧
困
か
ら

く
る
経
済
苦
、
病
気
、
不

安
な
ど
自
殺
の
背
景
に
多

重
債
務
に
よ
る
も
の
が

25
％
を
超
え
て
い
る
。
市

民
の
命
を
守
る
た
め
、
生

活
再
建
を
支
援
し
安
定
し

た
生
活
を
守
る
た
め
に
も

多
重
債
務
者
へ
の
緊
急
対

策
と
し
て
「
多
重
債
務
相

談
支
援
室
」
の
設
置
を
考

え
ら
れ
な
い
か
。

  

▼
専
任
職
員
の
配

置
や
「
多
重
債
務

者
対
策
連
絡
会
議
」

の
設
置
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

　
　

来
年
4
月
に

廃
止
さ
れ
る
障
害

者
機
能
訓
練
支
援

事
業
の
存
続
を
願

う
。
自
立
支
援
事

業
と
は
障
害
者
へ

の
支
援
を
冷
た
く

切
り
捨
て
る
こ
と

問答

   

問

　
　

多
く
の
問
題
を
残
し

た
ま
ま
、
高
齢
者
の
意
見

も
聞
か
ず
予
測
を
上
回
る

高
い
保
険
料
を
決
定
し
、

見
切
り
発
車
し
て
し
ま
っ

た
。
75
歳
以
上
の
全
て
の

方
の
年
金
か
ら
保
険
料
を

天
引
き
し
、
滞
納
者
に
は

保
険
証
の
取
り
上
げ
、
ま

た
、
医
療
の
制
限
が
あ
っ

て
超
え
る
分
は
自
己
負
担
。

「
応
分
の
負
担
」
と
は
い
え

な
い
高
い
保
険
料
に
減
免

を
願
う
。
滞
納
者
へ
の
懲

罰
と
し
て
「
資
格
証
明
」

の
発
行
は
し
な
い
こ
と
。

   

▼
膨
大
な
医
療
費
が
予
想

さ
れ
、
新
制
度
で
の
対
応

が
必
要
で
す
。
1
年
以
上

保
険
料
を
支
払
わ
な
い
方

に
は
「
資
格
証
明
」
の
発

行
と
な
り
ま
す
が
、
ま
ず

滞
納
者
の
事
情
を
聞
く
機

会
を
設
け
、
広
域
連
合
と

協
議
す
る
こ
と
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

問答

   

75
歳
以
上
の
医
療
制
度
に
憤
慨

膨
大
な
医
療
費
を
考
え
る
と
新
制
度
が

必
要
で
す

代表質問

日本共産党
議員団

広瀬憲一議員

第23 回丹波市議会定例会で代表質問に
は 5 名が、一般質問には 13 名の議員

が登壇しました。後期高齢者医療保険制度、
県の「新行革プラン」に対する市の対応、
来年度の地域医療対策、病児・病後児保育、
行財政改革、グリーンツーリズムの取り組
み、救急 24 時間体制の確立、特定健診、
学校施設遊具の設置、健康寿命日本一への

取り組み、交通弱者への施策、民間福
祉サービス調停制度、市街地の課題と
展望、市民号旅行の実施、医療費助成
の充実と継続、産業振興と農業振興、
春日自動車教習所の民営化、非正規職
員の処遇改善、などについて市長の考
えをただしました。

代
表
質
問

一
般
質
問

代
表
質
問

一
般
質
問

市
政
を
た
だ
す

△継続が望まれる障害者機能訓練事業
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画
一
的
に
集
約
化
す

る
推
進
は
理
解
で
き
な
い
。

地
域
の
実
情
に
合
っ
た
取

り
組
み
が
大
切
で
あ
り
、

住
民
に
十
分
理
解
を
得
る

努
力
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
幼
児
教
育
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
の
基
本
的
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
聞
く
。

  

▼
校
区
を
越
え
る
集
約
化

は
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が

あ
り
、
地
域
住
民
に
十
分

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
今

後
と
も
努
力
し
ま
す
。
就

学
前
教
育
は
、
小
学
校
教

育
へ
の
基
礎
や
規
範
意
識

を
養
う
重
要
な
時
期
で
、

目
標
達
成
や
内
容
収
得
の

た
め
、
小
学
校
の
児
童
と

一
緒
に
学
習
す
る
機
会
を

意
図
的
に
設
け
ま
す
。

　
　

県
が
発
表
し
た
「
新

行
財
政
構
造
改
革
推
進
方

策
」
の
第
一
次
案
は
、
組

織
再
編
や
福
祉
・
教
育
・

産
業
な
ど
の
見
直
し
、
補

問答

   

問

助
率
の
引
き
下
げ
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
が
、
今
後

の
市
の
対
応
を
聞
く
。

  
▼
20
年
度
の
予
算
編
成
で

は
、
地
方
交
付
税
な
ど
の

減
額
が
見
込
ま
れ
、
依
然

厳
し
い
歳
入
見
通
し
が
予

測
さ
れ
ま
す
。
県
の
「
新

行
革
プ
ラ
ン
」
の
動
向
を

見
極
め
、
事
業
内
容
や
財

源
を
十
分
精
査

し
判
断
を
し
ま

す
。

　
　

A
E
D
の

設
置
は
、
一
般

市
民
が
使
い
こ

な
せ
る
よ
う
心

肺
蘇
生
法
の
習

得
が
大
切
で
あ

る
。目
標
を
持
っ

て
推
進
し
、
小
・

中
学
校
に
は
ぜ

ひ
設
置
を
す
べ

き
だ
。

  

▼
心
肺
蘇
生

法
の
習
得
は
、

答
   

問答

   

救
急
講
習
会
が
増
加
し
環

境
が
整
っ
て
き
て
い
ま
す
。

公
的
施
設
や
民
間
施
設
な

ど
へ
の
設
置
は
「
丹
波
市

A
E
D
設
置
基
準
」
を
定

め
、
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

中
学
校
に
設
置
す
る
た
め

の
予
算
措
置
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
取
り
組
み
は

地
域
住
民
の
十
分
な
理
解
を
得
る
よ
う
努
力
し
ま
す

代表質問

清政会
山下栄治議員

ど
う
な
る
日
赤
の
再
建
計
画

兵
庫
県
支
部
長
は
関
係
機
関
と
の
協
議
を
指
示

代表質問

市政研究会
前川豊市議員

　
　

県
立
柏
原
病
院
に
お

い
て
は
医
師
不
足
が
続
き
、

そ
の
結
果
、
救
急
医
療
の

受
け
入
れ
が
大
き
く
減
少

し
て
い
る
。
県
は
「
新
行

革
プ
ラ
ン
」
を
発
表
し
、

当
病
院
の
医
療
体
制
は
ま

す
ま
す
厳
し
い
状
況
が
予

測
さ
れ
る
。
丹
波
地
域
の

中
核
病
院
と
し
て
の
医
療

体
制
確
保
に
つ
い
て
積
極

的
な
取
り
組
み
を
す
べ
き

で
あ
る
。

   

▼
「
新
行
革
プ
ラ
ン
」

で
は
、
20
年
度
に
「
県
立

病
院
の
基
本
的
方
向
」
を

見
直
す
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
現
段
階
で
は
ま
っ
た

く
白
紙
と
の
こ
と
で
す
。

市
と
し
て
は
中
核
病
院
市

と
し
て
の
医
療
体
制
の
確

保
に
つ
い
て
強
く
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

　
　

柏
原
赤
十
字
病
院
は
、

玉
田
院
長
を
迎
え
、
内
視

鏡
セ
ン
タ
ー
や
糖
尿
病
専

問問答

   

問

門
外
来
の
開
設
な
ど
に
よ

り
、
患
者
数
は
大
き
く
増

え
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
、
柏
原
赤

十
字
病
院
の
建
替
え
も
含

め
た
再
生
計
画
に
つ
い
て
、

日
赤
兵
庫
県
支
部
長
（
知

事
）
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

  

▼
兵
庫
県
支
部
長（
知
事
）

か
ら
「
関
係
機
関
と
よ
く

協
議
す
る
よ
う
に
」
と
指

示
が
あ
っ
た
と

報
告
を
受
け
て

い
ま
す
。
そ
の

後
、
東
京
本
社

と
も
調
整
さ
れ

具
体
的
な
内
容

が
指
示
さ
れ
る

も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
　

柏
原
赤
十

字
病
院
に
お
け

る
来
年
度
の

「
休
日
診
療
業

務
」
と
「
健
診

答

   

問問

セ
ン
タ
ー
業
務
」
に
つ
い

て
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

  

▼
「
休
日
診
療
所
」
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
市
医
師

会
に
依
頼
し
、
検
討
願
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
「
健
診

セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
も
、

柏
原
赤
十
字
病
院
に
お
い

て
の
実
施
に
向
け
て
調
整

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

   

0
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100

11 月10月9月8月7月6月5月4月
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75

5149
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41

25

11

18651913

1691
18551856

17941834

1598

内科患者数 内視鏡検査数

（人） （人）

△保護者も安心できる認定こども園に

△柏原赤十字病院外来者数の推移（平成 19年度）
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保
護
者
の
子
育
て
と

就
労
の
両
立
を
支
援
す
る

こ
と
を
目
的
に
、「
病
児
・

病
後
児
保
育
」
は
必
要
で

あ
る
。
保
育
中
に
病
気
に

な
っ
て
も
、
保
護
者
の
止

む
を
得
な
い
事
情
な
ど
に

よ
り
、
お
迎
え
が
で
き
な

い
子
ど
も
の
た
め
に
、
看

護
師
な
ど
の
専
任
ス
タ
ッ

フ
が
子
ど
も
を
預
か
る
事

業
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

  

▼
今
、
各
地
域
で
認
定
こ

ど
も
園
の
説
明
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
保
護
者
か

ら
の
要
望
が
強
い
の
が
「
病

児
・
病
後
児
保
育
」
で
あ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
国

に
お
い
て
も
子
育
て
支
援

策
と
し
て
19
年
度
か
ら
補

助
対
象
と
し
て
あ
げ
て
い

ま
す
。
来
年
度
以
降
に
取

り
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

全
保
育
園
で
の
実
施
は
財

政
的
に
も
困
難
で
す
。「
認

定
こ
ど
も
園
」
の
進
捗
状

問答

   

況
、
児
童
の
安
静
を
保
つ

施
設
の
有
無
な
ど
を
考
慮

し
て
、
計
画
的
に
進
め
る

よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

小
野
市
で
は
、「
い
じ

め
等
防
止
条
例
」
を
来
年

4
月
に
施
行
を
め
ざ
し
て

い
る
。
市
と
し
て
、高
齢
者
・

児
童
虐
待
、
D
V
、
セ
ク

問

ハ
ラ
も
対
象
と
し
た
条
例

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

  

▼
い
じ
め
や
暴
力
な
ど
の

な
い
明
る
く
住
み
よ
い
社

会
の
実
現
は
、
市
民
共
通

の
願
い
で
あ
り
、
行
政
の

責
務
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

条
例
制
定
は
研
究
し
て
い

き
ま
す
。

答

   

病
児
・
病
後
児
保
育
の
実
施
は

来
年
度
以
降
に
取
り
組
み
を
検
討
し
ま
す

代表質問

公明党
田坂幸恵議員

行
財
政
改
革
と
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を

民
間
委
託
や
民
営
化
を
推
進
し
ま
す

代表質問

市民クラブ
太田喜一郎議員

　
　

行
財
政
改
革
に
伴
う

職
員
の
削
減
や
人
件
費
の

削
減
、
ま
た
、
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
な
ど
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

  

▼
人
件
費
に
つ
い
て
は
、

3
年
間
で
約
23
億
円
削
減

し
ま
し
た
。
職
員
の
削
減

は
、
定
員
適
正
化
計
画
に

基
づ
き
進
め
て
い
ま
す
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ

せ
な
い
よ
う
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
事
務
事
業
を

見
直
し
、
民
間
委
託
や
民

営
化
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　
　

公
共
工
事
の
減
少
、

原
油
の
高
騰
な
ど
に
よ
り

収
益
が
減
少
し
て
い
る
中

小
企
業
に
対
す
る
支
援
策

は
あ
る
の
か
。

  

▼
経
営
の
安
定
に
支
障
を

生
じ
て
い
る
事
業
者
に
対

し
、
市
が
「
特
定
中
小
企

業
者
」
の
認
定
を
行
な
う

こ
と
に
よ
り
事
業
資
金
融

問問答

   

問答

   

資
の
円
滑
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　
　

本
年
度
、
農
業
施
策

の
重
点
項
目
は
何
か
。

  

▼
特
産
物
の
振
興
、
担
い

手
の
育
成
確
保
、
遊
休
農

地
対
策
、
地
産
地
消
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　

9
月
の
医
療
支
援
実

施
後
の
両
病
院
の
動
向
は
。

  

▼
県
立
柏
原
病
院
は
小
児

科
医
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、

分
娩
の
仮
予
約

が
再
開
さ
れ
ま

し
た
が
、
4
月

以
降
は
厳
し
い

状
況
で
す
。
柏

原
赤
十
字
病
院

の
運
営
に
つ
い

て
は
日
赤
内
部

で
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

両
病
院
と
も
厳

し
い
状
況
で
す

が
、
医
療
確
保

に
努
め
ま
す
。

問問答

   

問問答

   

　
　

市
の
歌
及
び
音
頭
の

制
定
は
。

  

▼
豊
富
な
資
源
を
題
材
に

し
た
歌
や
音
頭
は
市
を

P
R
す
る
上
で
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。
新
市
誕
生

5
周
年
記
念
時
に
発
表
で

き
る
よ
う
に
進
め
て
い
き

ま
す
。

問問答

   

答

   

△楽しく遊ぶ保育園児

△兵庫県新行財政構造改革推進方策
　「新行革プラン」
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市
の
花
カ
タ
ク
リ
群

生
地
保
護
育
成
の
た
め
、

周
辺
の
山
林
を
市
有
地
、

ま
た
は
借
地
権
の
締
結
を

し
て
、
地
区
民
は
も
と
よ

り
市
も
加
わ
り
達
身
寺
、

や
す
ら
樹
の
一
帯
を
仏
師

の
里
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
と
し
て
公
園
化
で
き
な

い
か
。

問

  

▼
地
元
が
主
体
性
を
持
っ

て
事
業
を
さ
れ
る
な
ら
、

市
も
支
援
も
含
め
、
地
域

と
一
緒
に
な
っ
て
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
　

都
市
と
農
山
村
地
域

と
の
交
流
、
共
生
を
図
り

つ
つ
丹
波
の
よ
さ
を
再
認

識
し
て
い
た
だ
く
に
は
、

市
民
農
園
設
置
の
支
援
は

も
と
よ
り
既
存
施

設
の
利
用
を
P
R

す
る
必
要
が
あ

る
。
特
に
滞
在
型

市
民
農
園
の
開
設

に
は
大
き
な
期
待

が
あ
る
が
ど
う

か
。

  

▼
市
民
農
園
設

置
の
支
援
は
、
遊

休
農
地
の
利
活
用

も
含
め
設
置
促
進

の
た
め
今
年
度
か

ら
助
成
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

　

滞
在
型
市
民
農

答

   

問

答

   

園
開
設
は
、
既
存
施
設
の

活
用
動
向
を
見
定
め
研
究

を
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

生
活
市
道
整
備
の
進

捗
を
図
る
に
は
財
政
状
況

を
考
え
受
益
者
負
担
や
用

地
の
提
供
を
い
た
だ
く
な

ど
、
自
治
区
と
協
働
で
整

備
が
で
き
る
よ
う
条
件
整

備
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ

に
よ
り
1
〜
2
戸
の
受
益

で
も
市
道
認
定
が
で
き
、

整
備
も
住
民
合
意
の
上
で

事
業
が
計
画
さ
れ
、
事
業

進
捗
も
図
れ
る
の
で
は
な

い
か
。

  

▼
生
活
道
路
は
、
限
ら
れ

た
予
算
で
す
べ
て
は
対
応

で
き
ず
、
市
道
格
付
け
の

中
で
負
担
金
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。
市
道
認
定
は
、

格
付
け
が
決
ま
り
現
道
の

整
備
が
進
ん
だ
時
点
で
検

討
し
ま
す
。

問答

   

　
　

市
発
足
満
3
年
と

な
っ
た
。
合
併
協
議
会
以

来
の
懸
案
事
項
で
あ
り
、

市
民
が
切
望
し
て
い
る
救

急
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

　

総
合
計
画
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位

置
づ
け
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
早
い
時
期
に
一
定
の

計
画
を
市
民
に
知
ら
せ
る

べ
き
だ
。

  

▼
現
在
、
昼
間
駐
在
所
の

青
垣
（
水
・
日
）
春
日
（
火
・

金
・
日
）
市
島
（
月
・
木
・

土
）
は
継
続
し
な
が
ら
、

駐
在
日
の
増
強
お
よ
び
春

日
と
市
島
地
域
を
管
轄
す

る
夜
間
救
急
駐
在
所
を
平

成
22
年
度
目
途
に
設
置
運

用
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
　

県
立
柏
原
病
院
な
ど

の
受
け
入
れ
側
が
急
激
に

変
化
し
て
い
る
。
9
月
定

例
会
で
の
「
脳
神
経
外
科

問問答

   

問

存
続
の
意
見

書
」
提
出
以

降
、
病
院
の

体
制
は
ど
う

な
っ
て
い
る

か
。

　

ま
た
、
柏

原
赤
十
字
病

院
の
玉
田
院

長
就
任
以
来

再
建
に
向
け

た
努
力
が
図

ら
れ
て
い
る

と
聞
く
が
、

輪
番
制
復
帰
な
ど
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

  

▼
県
立
柏
原
病
院
の
脳
神

経
外
科
は
12
月
に
は
休
診

と
な
り
ま
す
。
年
間
3
0
0

件
近
い
交
通
事
故
出
動
の

う
ち
、
頭
部
負
傷
は
市
立

西
脇
病
院
、
三
田
市
民
病

院
へ
搬
送
し
て
い
ま
す
。

処
置
困
難
な
場
合
は
、
県

災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
に
転

院
さ
れ
ま
す
。
柏
原
赤
十

答

   

字
病
院
は
玉
田
院
長
就
任

後
、
外
来
、
入
院
数
は
月

1
0
0
名
程
度
そ
れ
ぞ
れ

増
え
て
い
ま
す
。
新
春
に

は
内
科
医
が
新
た
に
赴
任

さ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

日
赤
内
部
で
今
後
の
運
営

に
つ
い
て
基
本
計
画
が
検

討
さ
れ
る
中
、
医
師
確
保

に
よ
る
早
期
の
輪
番
復
帰

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

救
急
24
時
間
体
制
の
確
立
を

22
年
度
山
東
地
域
に
夜
間
分
駐
所
を
設
置
し
ま
す

高橋信二議員

カ
タ
ク
リ
群
生
地
の
保
護
育
成
は

地
元
主
体
の
事
業
を
支
援
し
ま
す

足立正典議員

△カタクリの群生

△ 24時間体制を早期に
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20
年
度
か
ら
「
町
ぐ

る
み
健
診
」
が
新
た
な
法

改
正
で
、「
特
定
健
診
」、「
特

定
保
健
指
導
」
と
し
て
始

ま
る
。
こ
れ
は
、
膨
ら
み

続
け
る
医
療
費
を
抑
制
す

る
た
め
、
検
診
率
を
高
め
、

ま
た
、
健
診
後
の
保
健
指

導
で
＊メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者
、
お

よ
び
そ
の
予
備
群
を
減
少

さ
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
て
い
る
。

　

目
標
値
と
し
て
、
健
診

実
施
率
を
24
年
度
に
国
保

加
入
者
の
65
％
、
27
年
度

に
は
80
％
と
定
め
ら
れ
て

い
る
。（
市
の
19
年
度
実
績

は
22
・
8
％
）

　

ま
た
、
健
診
後
の
保
健

指
導
実
施
率
や
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

該
当
者
お
よ
び
予
備
群
も

大
き
く
減
ら
す
目
標
値
が

示
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
①
今
後
の
健

問

診
へ
の
取
り
組
み
計
画
は

ど
う
か
。
②
国
の
指
針
ど

お
り
の
高
い
目
標
値
に
近

づ
け
る
に
は
、
い
つ
で
も

健
診
が
受
け
ら
れ
る
健
診

セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実
が

必
要
だ
。
柏
原
赤
十
字
病

院
の
再
建
支
援
の
根
拠
の

一
つ
に
こ
う
し
た
健
診
業

務
の
拡
充
が
期
待
さ
れ
る

が
市
の
対
応
の
考
え
は
ど

う
か
。
③
市
は
「
健
康
寿

命
日
本
一
」
を
施
策
の
基

本
方
針
に
掲
げ
ら
れ
て
き

た
が
、
計
画
の
見
直
し
の

考
え
は
ど
う
か
。

  

▼
①
健
診
な
ら
び
に
保
健

指
導
に
係
る
5
カ
年
計
画

を
策
定
し
、
目
標
達
成
に

向
け
取
り
組
み
ま
す
。
②

柏
原
赤
十
字
病
院
に
健
診

セ
ン
タ
ー
機
能
を
期
待
し

ま
す
。
③
一
人

ひ
と
り
が
目
標

を
持
つ
こ
と
を

基
本
に
策
定
し

て
お
り
、
今
後

検
討
し
て
い
き

ま
す
。

答

   

新
た
な
健
診
制
度
へ
市
の
対
策
は

柏
原
赤
十
字
病
院
は
健
診
セ
ン
タ
ー
と
し
て
期
待

し
ま
す

荻野拓司議員

石
生
駅
西
口
前
の
有
効
活
用
は

J
R
利
用
増
進
に
駅
前
広
場
を
整
備
し
ま
す

奥村正行議員

　
　

石
生
駅
西
土
地
区
画

整
理
事
業
は
、
昭
和
57
年

に
石
生
駅
裏
開
発
の
研
究

が
始
ま
っ
て
以
来
、
20
年

3
月
完
成
に
向
け
工
事
が

進
ん
で
い
る
。
石
生
地
区

は
民
間
業
者
に
よ
る
分
譲

も
好
調
で
、
区
画
整
理
完

成
後
に
は
、
新
し
く
定
住

さ
れ
る
人
が
増
え
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。
西
口
前

に
あ
る
市
有
地
は
定
住
化

促
進
、
人
口
増
対
策
に
生

か
せ
る
活
用
を
、
す
べ
き

と
考
え
る
が
そ
の
計
画
は
。

  

▼
市
道
8
号
線
振
替
工
事

に
よ
り
駅
前
広
場
と
駐
車

場
用
地
と
し
て
約

6
7
0
0
㎡
を
確
保
し
、

20
年
度
も
引
き
続
き
整
備

を
行
な
い
、
J
R
の
利
用

増
進
・
利
用
性
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
の
拠
点
と

な
る
よ
う
な
駅
前
広
場
を

整
備
し
ま
す
。
区
画
整
理

組
合
の
分
譲
状
況
を
見
据

問答

   

え
、
地
元
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
と
も
協
議
を
行
な
い
、

石
生
駅
前
が
優
良
な
街
区

の
玄
関
口
と
な
る
よ
う
な

施
策
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

市
内
小
学
校
、
幼
稚

園
に
設
置
さ
れ
て
い
る
多

く
の
遊
具
が
、
安
全
点
検

後
使
用
停
止
が
続
い
て
い

る
。
今
後
の
遊
具
の
修
理
、

問

撤
去
と
新
た
な
設
置
の
計

画
は
。
遊
具
の
購
入
を
安

全
面
が
確
保
さ
れ
れ
ば
、

地
域
の
鉄
工
所
な
ど
に
発

注
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

  

▼
撤
去
の
対
象
は
、
本
年

度
中
に
撤
去
し
、
ま
た
、

新
設
が
必
要
な
も
の
は
、

学
校
・
園
と
協
議
し
な
が

ら
、
配
置
計
画
な
ど
を
検

討
し
整
備
す
る
計
画

と
し
て
い
ま
す
。
遊

具
の
購
入
に
つ
い
て

は
、
安
全
性
が
確
保

さ
れ
れ
ば
地
域
の
業

者
へ
の
発
注
も
可
能

と
考
え
て
い
ま
す
。

答

   

△受診率の向上を

＊心筋梗塞や脳梗塞など動脈
硬化性疾患の危険性を高め
る複合型リスク症候群

△石生駅西土地区画整理事業
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「
健
康
寿
命
日
本
一
」
の
取
り
組
み
状
況
は

「
健
康
た
ん
ば
21
」
の
推
進
で
達
成
に
努
め
ま
す

足立鉄男議員

交
通
弱
者
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は

当
事
者
の
声
を
障
害
者
計
画
に
盛
り
込
み
ま
す

平井孝彦議員

　
　

重
点
施
策
の
健
康
寿

命
日
本
一
を
市
民
運
動
と

し
て
展
開
す
る
に
は
、
病

気
に
な
ら
な
い
た
め
の
生

活
変
容
を
促
す
指
導
が
重

要
で
あ
る
。
単
な
る
P
R

や
情
報
提
供
に
止
ま
ら
ず
、

徹
底
し
た
一
次
予
防
が
求

め
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
展
開
す
る
の
か
。

   

▼
18
年
度
を
元
年
と
し
て

「
健
康
た
ん
ば
21
」
を
全
戸

に
配
布
し
ま
し
た
。
食
生

活
、
運
動
、
心
の
健
康
、

た
ば
こ
を
重
点
項
目
と
し
、

各
種
健
康
教
室
な
ど
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
か

ら
地
域
づ
く
り
事
業
に
よ

り
、
各
校
区
で
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

重
点
モ
デ
ル
自
治
会
を
募

り
、
健
診
受
診
の
勧
奨
、

保
健
指
導
の
実
施
、
健
康

意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
　

未
収
金
は
年
々
増
加

し
、
昨
年
度
末
で
は
10
億

問答

   

問

円
を
超
え
た
。
多
額
の
未

収
は
財
政
上
の
問
題
に
止

ま
ら
ず
、
負
担
の
公
平
性

を
損
な
い
、
市
政
に
対
す

る
信
頼
を
揺
る
が
す
恐
れ

が
あ
る
。

　

次
年
度
不
納
欠
損
と
な

る
も
の
を
民
間
債
権
回
収

会
社
に
業
務
委
託
し
て
は

ど
う
か
。
5
百
万
円
を
超

え
る
給
食
費
の
未
納
も
、

実
態
を
よ
く
調
査
し
、
保

護
者
の
モ
ラ
ル
低
下
に
よ

る
も
の
は
、
厳
し
い
対
応

が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど

う
か
。

   

▼
収
納
対
策
課
と
関
係
課

で
の
滞
納
処
分
が
軌
道
に

乗
り
か
け
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
収
納
な

ど
を
検
討
し
な
が
ら
、
さ

ら
な
る
収
納
努
力
を
重
ね

ま
す
。
民
間
債
権
回
収
業

者
へ
の
委
託
は
、
今
後
の

検
討
課
題
と
し
ま
す
。

　

給
食
費
の
滞
納
は
、
徴

収
方
法
の
再
考
も
含
め
、

学
校
と
連
携
し
徴
収
に
努

め
ま
す
。

答

   

　
　

18
年
度
に
施
行
さ
れ

た
新
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
で

は
、
障
害
者
や
高
齢
者
が
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
自
由

に
移
動
で
き
る
公
共
交
通

対
策
と
し
て
、
当
事
者
の

参
画
に
よ
る
協
議
会
の
設

置
、
基
本
方
針
の
策
定
が

法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
の
視
点
に

立
っ
た
交
通
弱
者
へ
の
施

策
と
、
市
内
J
R
各
駅
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
の

考
え
は
な
い
か
。

   

▼
高
齢
者
や
障
害
者
が
自

立
し
た
社
会
生
活
を
確
保

す
る
た
め
の
公
共
交
通
機

関
や
公
共
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
上
で
は
、
当
事
者

の
参
画
は
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
障
害
者
計
画
に

当
事
者
の
声
が
反
映
で
き

る
よ
う
に
検
討
し
ま
す
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
障
害
者

用
ト
イ
レ
の
設
置
を
J
R

へ
働
き
か
け
ま
す
。

問答

   

　
　

市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
N
P
O
法
人
の

支
援
・
地
域
づ
く
り
の
支

援
に
市
民
が
希
望
す
る
施

策
や
事
業
を
選
択
し
て
寄

付
す
る
制
度
は
、
住
民
の

意
志
が
反
映
で
き
る
制
度

と
し
て
寄
付
に
よ
る
「
投

票
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
基
金

を
設
置
す
る
考
え
は
な
い

か
。

問

   

▼
特
定
の
分
野
の
活
動
を

対
象
と
し
た
N
P
O
法
人

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

役
割
は
大
き
い
も
の
と
考

え
ま
す
。
恐
竜
や
鉄
道
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
、

若
者
定
住
や
医
療
問
題
に

つ
い
て
の
地
域
課
題
や
行

政
課
題
を
整
理
し
て
、
市

民
寄
付
に
よ
る
「
ふ
る
さ

と
づ
く
り
」
基
金
の
制
度

を
検
討
し
ま
す
。

答

   

△丹波地域ビジョン委員会障害者支援グループ活動

△日本一をめざして
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福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供

者
と
、
利
用
者
の
ト
ラ
ブ

ル
が
増
え
て
い
る
が
、
そ

れ
を
仲
裁
す
る
調
停
制
度

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

  

▼
必
要
と
は
思
っ
て
お

り
、
丹
波
圏
域
の
中
で
考

え
ら
れ
な
い
か
研
究
し
ま

す
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど

に
A
E
D
の
貸
し
出
し
を

し
て
は
ど
う
か

  

▼
有
効
的
な
手
段
で
あ

り
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

近
年
特
に
増
加
し
て

い
る
発
達
障
害
は
、
早
期

発
見
、
早
期
療
育
が
必
要

で
あ
る
。
3
歳
児
健
診
で

発
見
さ
れ
な
か
っ
た
障
害

が
5
歳
で
発
見
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
が
、
5
歳
児
健

診
は
実
施
で
き
な
い
か
。

  

▼
市
で
は
、
発
達
障
害

者
支
援
法
に
よ
り
、
対
象

者
を
3
歳
6
カ
月
児
に
変

更
し
、
早
期
発
見
に
努
め

問答

   

問答

   

問答

   

て
い
ま
す
。
5
歳
児
健
診

に
つ
き
ま
し
て
は
、
他
市

の
状
況
や
実
績
を
考
慮
し

た
中
で
研
究
し
て
い
き
ま

す
。

　
　

改
正
学
校
教
育
法
で

は
、
本
年
4
月
か
ら
障
害

が
あ
る
全
て
の
子
ど
も
た

ち
の
教
育
を
よ
り
充
実
す

る
た
め
、
特
別
支
援
教
育

を
推
進
し
て
い
る
が
、
市

の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

  

▼
全
小
中
学
校
で
、
校
内

委
員
会
を
設
置
、
特
別
支

援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

問答

   

タ
ー
の
指
名
を
行
な
い
、
個

別
の
教
育
支
援
計
画
を
今

年
度
中
に
全
学
校
で
策
定

の
予
定
で
す
。

　
　

進
行
す
る
限
界
集
落

化
へ
の
対
策
は
ど
う
か
。

  

▼
兵
庫
丹
波
の
森
協
会
と

一
緒
に
な
っ
て
、「
集
落
活

性
化
戦
略
調
査
事
業
」
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
支
援

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
提
示

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

   

福
祉
サ
ー
ビ
ス
調
停
制
度
を

丹
波
圏
域
で
研
究
し
ま
す

小山欣弥議員

わ
が
ま
ち
の
再
生
計
画
は

ま
ち
の
個
性
を
活
か
し
て
再
生
を
図
り
ま
す

足立　修議員

　
　

旧
市
街
地
は
高
齢
化

と
人
口
減
少
社
会
の
中
で

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
新
市
建
設
計
画
で
は
、

市
街
地
は
6
つ
の
核
と
し

て
日
常
の
生
活
に
密
着
し

た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

拠
点
と
し
て
、
生
活
関
連

施
設
が
集
積
し
た
「
暮
ら

し
の
広
場
」
を
形
成
す
る

と
い
う
の
が
基
本
方
針
で

あ
る
。
ま
ち
の
再
生
へ
の

展
望
は
開
か
れ
て
い
る
の

か
。

  

▼
柏
原
地
域
で
は
中
心

市
街
地
活
性
化
法
の
認
定

を
受
け
る
た
め
、
ま
も
な

く
近
畿
経
済
産
業
局
へ
行

き
、
そ
の
結
果
に
よ
り
東

京
本
部
に
行
き
ま
す
。「
テ

ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
事
業
」・

「
街
な
か
住
宅
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
」
な
ど
の
事
業
実

施
に
よ
り
、
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
の
形
成
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
先
導

問答

   

的
事
例
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
整
備
さ
れ
た
都
市
機
能

ス
ト
ッ
ク
を
効
率
的
・
効

果
的
に
活
用
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
が
育
ん
で
き
た

歴
史
や
文
化
を
尊
重
し
な

が
ら
、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

市
役
所
周
辺
に
は
、

行
政
投
資
が
さ
ま
ざ
ま
に

蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
住
民

の
参
加
や
外

部
の
知
恵
を

活
か
し
、
適

切
な
施
策
を

も
う
ひ
と
工

夫
加
え
る
こ

と
で
こ
れ
ま

で
の
イ
ン
フ

ラ
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く

り
が
可
能
に

な
る
の
で
は

な
い
か
。

  

▼
こ
れ
ま

で
に
整
備
さ

問答

   

れ
た
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
は

長
期
的
な
地
域
再
生
プ
ラ

ン
の
中
で
活
か
し
て
い
き

ま
す
。
行
政
と
し
て
も
、

旧
市
街
地
の
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
、
何
ら
か
の
対
策

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

△福祉の充実を

△街なみ再生で活性化
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市
民
号
旅
行
の
実
施
を

J
R
と
の
協
議
を
行
な
い
ま
す

竹知正明議員

子
ど
も
の
命
を
ど
う
守
る
の
か

小
児
科
医
療
確
保
対
策
事
業
を
継
続
し
ま
す

木戸せつみ議員

持
ち
に
さ
せ
る
の
も
方
法

で
あ
る
。

　

駅
名
の
変
更
、
た
と
え

ば
川
代
公
園
駅
と
か
丹
波

恐
竜
駅
な
ど
考
え
る
だ
け

で
も
楽
し
い
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
を
話

し
合
え
る
市
民
号
列
車
を

実
行
し
、
市
民

の
親
睦
を
図
る

こ
と
を
考
え
る

べ
き
で
は
な
い

か
。

  

▼
市
内
駅
利

用
増
進
を
働
き

か
け
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
市

民
号
旅
行
の
実

行
や
恐
竜
化
石

を
活
か
す
取
り

組
み
を
含
め
て

利
用
増
進
策
を

協
議
し
、
必
要

に
応
じ
て
J
R

と
の
協
議
を
行

な
い
ま
す
。

答

   

　
　

J
R
福
知
山
線
沿
線

の
地
域
づ
く
り
に
は
、
列

車
に
乗
っ
て
利
用
を
考
え

る
こ
と
も
大
切
で
、
住
民

の
協
力
を
得
て
、
車
窓
風

景
を
飾
る
こ
と
や
恐
竜
を

描
い
た
列
車
に
乗
っ
て
み

た
い
、
行
っ
て
み
た
い
気

問

　
　

私
た
ち
は
、
子
ど
も

が
健
や
か
に
育
ち
、
豊
か

な
人
生
を
送
れ
る
よ
う
祈

り
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
。

次
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
う

か
。

＊
次
年
度
の
県
立
柏
原
病

院
の
小
児
科
医
療
確
保

対
策
事
業
の
充
実
と
継

続
。

＊
妊
婦
、
乳
幼
児
な
ど
へ

の
医
療
費
助
成
の
継
続
。

＊
親
た
ち
が
子
育
て
の
悩

み
を
相
談
す
る
子
育
て

学
習
セ
ン
タ
ー
の
充
実
、

存
続
。

＊
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結

果
の
活
用
と
学
力
向
上

対
策
。

＊
山
南
地
域
東
西
縦
貫
道

路
の
早
期
整
備
。

＊
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
テ

レ
ビ
難
視
聴
が
見
込
ま

れ
る
山
南
地
域
な
ど
へ

の
対
応
。

問

  

▼
＊
地
域
小
児
科
医

療
確
保
対
策
事
業

は
継
続
し
ま
す
。

＊
妊
婦
・
乳
幼
児
等

医
療
費
助
成
は
、

県
行
財
政
改
革
の

動
向
を
踏
ま
え
検

討
し
ま
す
。

＊
子
育
て
に
不
安
や

悩
み
を
抱
え
る
親

が
増
え
て
い
る
な

か
、
子
育
て
学
習

セ
ン
タ
ー
は
重
要

な
事
業
で
あ
り
、

有
効
に
機
能
す
る

よ
う
努
め
ま
す
。

＊
学
力
は
生
活
状
況
と
も

関
連
が
あ
り
、
課
題
を

地
域
や
保
護
者
と
と
も

に
改
善
し
ま
す
。
学
力

向
上
に
つ
い
て
は
指
導

方
法
な
ど
は
専
門
家
を

招
き
各
校
内
で
研
修
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

＊
市
道
大
谷
・
池
谷
線
は

踏
切
統
合
を
含
め
道
路

答

   

改
良
す
る
こ
と
を
協
議

し
て
い
き
ま
す
。
川
代

バ
イ
パ
ス
の
早
期
着
工
、

第
二
山
崎
橋
を
含
む
小

川
バ
イ
パ
ス
の
延
伸
に

つ
い
て
要
望
し
て
い
き

ま
す
。

＊
生
駒
山
、
摩
耶
山
な
ど

か
ら
の
デ
ジ
タ
ル
波
到

達
状
況
を
調
査
し
対
応

し
ま
す
。

　
　

黒
井
川
は
、
現
在
、

藤
林
橋
下
流
の
東
山
橋
を

整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
十

数
年
か
け
て
よ
う
や
く
こ

の
区
間
に
か
か
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
の
区
間
に

注
ぐ
大
門
川
の
整
備
計
画
、

新
町
橋
が
通
行
止
め
に

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
改

修
の
方
法
と
期
間
は
ど
う

か
。

  
▼
懇
話
会
な
ど
を
再
度
設

置
し
、
地
域
や
学
識
経
験

者
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
県
と
と
も
に
河
川
整

備
計
画
策
定
に
向
け
取
り

組
み
ま
す
。

　

新
町
橋
は
、
橋
梁
架
け

替
え
の
詳
細
設
計
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
出
水
期
を
避
け
、
工
事

着
手
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問答
   

△子育て学習センターの野外遊び

△恐竜発掘現場下流で
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全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
は

結
果
を
分
析
し
指
導
し
ま
す

堀　幸一議員

自
動
車
教
習
所
の
民
営
化
を

公
募
方
式
で
事
業
者
を
決
定
し
て
い
き
ま
す

田村庄一議員

　
　

春
日
自
動
車
教
習
所

は
、
開
設
以
来
45
年
が
経

過
し
、
施
設
の
建
て
替
え

や
職
員
の
退
職
補
充
が
迫

ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、

教
習
生
の
減
少
で
将
来
は

厳
し
い
。
民
間
の
ノ
ウ
ハ

ウ
が
必
要
で
あ
り
、
民
営

化
を
決
断
す
る
時
期
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
高
齢
者

講
習
は
確
実
に
継
続
す
る

べ
き
で
あ
る
。

  

▼
今
後
の
あ
り
方
を
慎
重

に
検
討
し
、
春
日
地
域
の

意
見
も
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
、
経
営
移
譲
に
よ
る
民

営
化
の
判
断
を
し
ま
し
た
。

高
齢
者
講
習
継
続
を
第
一

義
に
、
公
募
方
式
で
事
業

者
を
決
定
し
た
い
と
考
え
、

関
係
委
員
会
と
十
分
協
議

し
な
が
ら
民
営
化
の
事
務

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

若
者
の
定
住
促
進
に

は
、
魅
力
あ
る
農
業
・
農

村
を
創
造
す
る
こ
と
が
重

問答

   

問

要
で
あ
る
。
京
阪

神
に
近
い
地
の
利

に
着
目
し
、
野
菜

や
大
納
言
小
豆
な

ど
の
生
産
拡
大
を

図
り
、
担
い
手
の

育
成
や
小
規
模
農

家
と
の
協
働
・
共

生
の
拡
充
が
必
要

で
あ
る
。「
お
米
甲

子
園
」
参
加
や
朝

ご
は
ん
運
動
の
推

進
、
学
校
給
食
へ

の
提
供
や
ス
ー

パ
ー
へ
の
販
売
の

拡
大
な
ど
、
取
り
組
む
べ

き
だ
が
ど
う
か
。

  

▼
農
業
後
継
者
の
育
成
を

重
視
し
、
今
年
2
名
が
新

規
就
農
者
支
援
事
業
に
よ

り
就
農
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
豆
の
生
産
も
2
0
7
ha

に
拡
大
し
ま
し
た
。

　
「
朝
ご
は
ん
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
開
催
な
ど
食
育
の

推
進
に
も
取
り
組
ん
で
い

答

   

ま
す
。
給
食
へ
の
供
給
拡

大
、
ス
ー
パ
ー
で
の
販
売

拡
大
な
ど
、
農
業
振
興
に

む
け
て
若
手
の
意
見
も
聞

き
、
魅
力
あ
る
儲
か
る
農

業
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
　

行
政
改
革
の
進
捗
状

況
と
、
現
時
点
に
お
け
る

成
果
な
ら
び
に
今
後
の
具

体
的
な
取
り
組
み
は
ど
う

か
。

  

▼
行
政
改
革
の
進
捗
は
、

17
年
度
か
ら
の
3
カ
年
の

累
計
で
は
、
人
件
費
が
約

23
億
円
、
事
務
事
業
の
見

直
し
な
ど
で
約
12
億
円
、

合
計
35
億
円
余
の
効
果
を

あ
げ
ま
し

た
。
繰
上
げ

償
還
に
よ
る

公
債
費
の
抑

制
を
行
な

い
、
課
題
解

決
に
向
け
た

新
た
な
事
業

の
財
源
と
し

て
活
用
し
、

一
定
の
成
果

を
あ
げ
て
い

ま
す
。

　

職
員
数

は
、
26
年
度

問答

   

　
　

今
年
4
月
に
実
施
さ

れ
た
「
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
」
に
つ
い
て
、

中
学
校
3
年
生
の
国
語
・

数
学
、
小
学
校
6
年
生
の

国
語
・
算
数
の
学
力
テ
ス

ト
の
結
果
は
、
学
習
改
善

を
図
る
有
効
な
資
料
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

  

▼
こ
の
調
査
は
、
小
学

校
6
年
生
7
3
3
名
、
中

学
校
3
年
生
7
6
7
名
を

対
象
に
、
国
語
と
算
数
・

数
学
で
実
施
し
ま
し
た
。

基
本
的
な
知
識
と
そ
の
活

用
に
つ
い
て
問
う
問
題
で

し
た
。
市
全
体
の
結
果
は
、

全
国
の
平
均
的
な
学
力
が

身
に
つ
い
て
い
る
範
囲
で

し
た
。こ
れ
を
受
け
て
、「
学

力
調
査
検
討
委
員
会
」
を

設
置
し
、
課
題
が
残
る
領

域
に
対
す
る
指
導
方
法
な

ど
を
分
析
検
討
し
、
各
学

校
に
指
導
を
行
な
い
ま
す
。

問答

   
6
0
0
人
を
目
標
に
事
務

事
業
を
展
開
す
る
体
制
を

築
き
、
地
方
交
付
税
の
一

本
算
定
に
対
応
で
き
る
体

制
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

△学校教育の充実を

△春日自動車教習所
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県
行
革
に
よ
る
負
担
転
嫁
は
行
な
う
な

福
祉
、
医
療
の
水
準
維
持
に
は
限
界
も
あ
り
ま
す

西本嘉宏議員

　
　

県
が
提
示
し
た
「
新

行
革
プ
ラ
ン
」
は
、
市
に

と
っ
て
、
特
に
福
祉
、
医

療
や
自
治
振
興
事
業
な
ど

に
大
き
な
影
響
が
お
よ
ぶ

と
見
ら
れ
る
。

　

市
民
生
活
に
影
響
し
な

い
よ
う
強
力
に
申
し
入
れ
、

市
民
へ
の
負
担
転
嫁
は
行

な
わ
な
い
よ
う
対
処
す
べ

き
だ
。

  

▼
今
回
の
「
新
行
革
プ
ラ

ン
」
は
、
大
き
な
財
政
負

担
と
地
域
振
興
策
の
大
幅

な
後
退
を
伴
う
内
容
で
、

到
底
承
認
で
き
ま
せ
ん
。

す
べ
て
の
福
祉
、
医
療
の

給
付
水
準
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
に
は
、
限
界
が
あ

り
、
県
の
見
直
し
に
あ
わ

せ
調
整
が
必
要
と
考
え
ま

す
。

　

道
路
や
鳥
獣
害
防
護
柵

の
事
業
は
市
単
独
事
業
と

し
て
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

問答

   答

   

　
　

正
規
職
員
削
減
の
一

方
で
、
非
正
規
職
員
が
増

え
て
い
る
。
格
差
と
貧
困

の
是
正
の
た
め
、
自
治
体

が
率
先
し
て
改
善
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
人
事

院
も
、
非
正
規
職
員
の
「
処

遇
と
位
置
づ
け
の
検
討
の

必
要
性
」
を
勧
告
し
て
い

る
。
賃
金
格
差
、
一
時
金
、

退
職
金
な
ど
労
働
条
件
の

改
善
に
つ
い
て
ど
う
考
え

る
か
。

  

▼
非
正
規
職
員
は
、
合
併

問答

   

時
か
ら
68
人
増
え
ま
し
た

が
、
代
替
職
員
を
除
く
と

ほ
ぼ
同
数
で
す
。
市
の
財

政
基
盤
の
強
化
が
い
ま
問

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

非
正
規
職
員
の
処
遇
の
抜

本
改
善
に
先
駆
け
、
業
務

の
あ
り
方
を
見
直
し
ま
す
。

労
働
条
件
な
ど
の
改
善
は
、

そ
の
都
度
職
員
労
働
組
合

と
交
渉
の
場
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

▼
丹
波
市
議
会
議
員
及
び
丹
波

市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運

動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例

　

立
候
補
に
際
し
て
、
選
挙

運
動
用
自
動
車
、
ポ
ス
タ
ー

作
成
の
費
用
と
ビ
ラ
作
成
費

用
（
市
長
候
補
者
に
限
る
）

の
公
費
負
担
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
も
の
で
、
公
職
選
挙

法
の
規
定
に
も
と
づ
き
、
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

県
内
他
市
の
状
況
は
。

   

▼
合
併
間
も
な
い
５
市
は
、

未
実
施
。
24
市
は
条
例
化
し

て
い
ま
す
。

　
　

限
度
額
が
高
い
の
で
は
。

   

▼
施
行
令
に
準
じ
て
引
用

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

行
革
を
考
慮
し
、定
数
削

減
を
検
討
し
て
き
た
。市
民
感

情
か
ら
み
る
と
厳
し
い
の
で
は
な

問答

   

問答

   

問

　

本
会
議
に
お
い
て
、「
丹
波
市
議
会
議
員
及
び
丹
波
市
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
」
他

３
議
案
の
付
託
を
受
け
、
12
月
17
日
開
催
の
委
員
会
で
、
市

長
お
よ
び
関
係
者
の
出
席
を
求
め
、
詳
細
な
説
明
を
受
け
審

査
を
行
な
い
賛
成
多
数
お
よ
び
賛
成
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

選
挙
費
用
の一部
を

公
費
負
担い

か
。

   

▼
有
効
得
票
数
に
達
し
な
い

場
合
は
、請
求
で
き
ま
せ
ん
。公

選
法
で
認
め
ら
れ
て
お
り
、限

度
額
の
範
囲
内
で
候
補
者
の
倫

理
観
に
よ
り
ま
す
。

▼
丹
波
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
職
員

給
与
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
丹
波
市
行
政
財
産
の
使
用
料
徴

収
条
例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

使
用
料
の
年
額
を「
当
該
年

の
日
数
」か
ら「
３
６
５
日
」と

答

   

す
る
も
の
で
す
。

　

自
動
販
売
機
は
、従
前
の
額

（
光
熱
水
費
除
く
）に
設
置
形

態
な
ど
を
考
慮
し
て
得
た
額

（
光
熱
水
費
別
途
）に
改
正
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　
　

既
存
の
契
約
切
れ
の
更
新

に
つ
い
て
の
対
応
は
。既
設
の
業

者
が
恩
恵
を
受
け
る
だ
け
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

   

▼
問
題
が
な
け
れ
ば
契
約
の

更
新
と
な
り
ま
す
。市
内
業
者

か
ら
設
置
希
望
が
あ
れ
ば
意
向

に
そ
う
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

▼
丹
波
市
出
張
所
の
廃
止
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例

　

合
併
協
定
に
も
と
づ
き
和
田

出
張
所
を
廃
止
す
る
も
の
で

す
。

問答

   

主
な
審
査
意
見

主
な
審
査
意
見

△県行革で廃止か。丹波県民局

△公民館に設置されている自販機
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健
康
優
良
者
表
彰
、
心
の
い

や
し
事
業
、
テ
レ
ビ
電
話
に

よ
る
遠
隔
地
医
療
相
談
な

ど
、
94
の
メ
ニュ
ー
で
高
齢
者

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
の
自
主
的
な

組
織
と
し
て
、
自
ら
の
手
で

健
康
を
守
る
た
め
、
自
発
的

に
問
題
に
取
り
組
み
、
解
決

を
図
っ
て
い
く
、「
保
健
補
導

員
制
度
」
が
大
き
な
役
割
り

を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　

上
田
市
も
、
住
民
が

快
適
に
暮
ら
せ
る
「
自

立
・
共
生
・
安
心
」
な

社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
、
病
児
保
育
、
小
児

救
急
や
、
個
人
の
健
康

づ
く
り
を
社
会
全
体
で

支
援
す
る
「
ヘ
ル
ス
プ
ロ

モ
ー
シ
ョン
事
業
」
を
精

力
的
に
推
進
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

両
市
に
共
通
し
て
い

　

民
生
常
任
委
員
会
で
は
、

10
月
31
日
か
ら
11
月
1
日
に

「
全
国
一の
長
寿
県
」
と
言
わ

れ
る
長
野
県
の
中
で
、
健
康

長
寿
の
取
り
組
み
に
大
き
な

成
果
を
あ
げ
て
い
る
佐
久
市

と
上
田
市
を
視
察
し
ま
し

た
。

　

佐
久
市
は
か
っ
て
脳
卒
中

の
死
亡
率
が
、
全
国
平
均
の

二
倍
で
あ
っ
た
の
が
、
今
で
は
、

男
女
と
も
に
平
均
寿
命
や
活

動
的
余
命
が
全
国
の
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
と
な
り
、
一
人
あ
た
り
の

老
人
医
療
費
も
大
き
く
改

善
さ
れ
ま
し
た
。
介
護
の
必

要
な
高
齢
者
が
少
な
い
ま
ち

と
し
て
、
18
年
に
は
「
健
康

長
寿
都
市
宣
言
」
も
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
市
で
は
、
適
切
な
運
動

や
食
生
活
改
善
に
よ
る
生
活

習
慣
病
の
抑
止
と
、
敬
老
訪

問
、
健
康
相
談
、
歯
科
往
診
、

る
こ
と
は
、「
自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
る
」
と
い
う
意
識

を
、
家
庭
の
中
か
ら
育
て
、

病
気
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
、

個
人
の
行
動
を
変
え
て
い
く

こ
と
を
、
社
会
や
地
域
全
体

で
支
援
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

丹
波
市
で
は
、
総
合
計
画

の
重
点
施
策
と
し
て
、「
健

康
寿
命
日
本
一
を
宣
言
し
、

市
民
運
動
と
し
て
展
開
す

る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
単
な

る
P
R
や
情
報
提
供
だ
け
で

な
く
、
個
人
の
行
動
変
容
を

促
す
実
践
過
程
に
向
け
、
指

導
や
励
ま
し
な
ど
の
保
健
施

策
展
開
が
望
ま
れ
ま
す
。

▼
丹
波
市
営
土
地
改
良
事
業

の
計
画
変
更
に
つ
い
て

　

春
日
地
域
で
施
行
し
て

い
る
市
営
土
地
改
良
事
業

の
計
画
を
変
更
す
る
も
の

で
、
土
地
改
良
法
の
規
定

に
よ
り
提
案
さ
れ
承
認
し

ま
し
た
。

▼
薬
草
薬
樹
公
園
の
鍼
灸
業

務
を
廃
止

　

平
成
13
年
1
月
か
ら
導
入

さ
れ
て
い
た
鍼
灸
業
務
は
、

委
託
鍼
灸
師
の
撤
退
の
意
向

を
受
け
、
ま
た
他
部
門
へ
の

波
及
効
果
が
薄
い
な
ど
、
運

営
へ
の
相
乗
効
果
が
あ
ま
り

期
待
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

今
年
度
を

も
っ
て
廃
止

す
る
予
定
で

す
。

▼
丹
波
ひ
か
み
森
林
組
合
営

地
籍
調
査
（
山
林
部
）

　

平
成
20
年
度
か
ら
35
年
計

画
で
氷
上
地
域
山
林
地
77
・

23
平
方
キ
ロ
の
地
籍
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

本
会
議
に
お
い
て
、「
丹
波
市
営
土
地
改
良
事
業
の
計
画
変
更
に
つ
い
て
」
他

１
議
案
の
付
託
を
受
け
、
12
月
19
日
開
催
の
委
員
会
で
、
市
長
お
よ
び
関
係
者

の
出
席
を
求
め
、
現
地
調
査
お
よ
び
詳
細
な
説
明
を
受
け
審
査
を
行
な
い
、
賛

成
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

長
野
県
佐
久
市
・
上
田
市
を
視
察

健
康
長
寿

日
本一を
め
ざ
し
て

土
地
改
良
の
計
画
変
更
を
承
認

報
告
事
項

△病児保育施設を視察（上田市 )

△土地改良事業を現地調査

地区名

新 才

多 田

多 利

東 中

棚 原

工 種 事 業 量

農業用用水施設　207m

農業用排水施設　260m

農道整備　290m

農道整備　545m

農道整備　2,434m

事 業 費

6,193

21,426

6,279

9,823

44,666

土地改良事業計画（春日) （単位千円）
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編
集
後
記

表
紙
説
明

療養を兼ね、夫の実家に身を寄せて、早や
26 年が経ちました。三田の日出坂峠より

北へは行ったことのない私を母は心配したよう
です。
　それが今では、丹波市観光協会事務局長とい
う重責に就いているのですからわからないもの
です。着任早々の恐竜発見ニュースは衝撃的な
ものでした。
　今から思えば丹波竜に「頑張れよ」と後押し
されたような私の忙しい 1 年の始まりでした。
　丹波市はすばらしい自然と歴史があります。
春は花めぐり、秋はもみじ三山、神社仏閣や伝
統芸能の案内など、京阪神からの観光客の誘客
には、斬新な企画で事業展開を行なっています。
本年度は、「丹

まごころ

の里丹波市」を重点課題とし、
21 年兵庫県大型観光キャンペーン実施に向け、
丹波竜や自然の恵みを活かした企画で「あたた
かい丹波」に来てよかったと満足していただけ
るよう職員一同頑張ってまいります。

丹波竜や自然を活かした企画で 地元再発見 !　　
氷上町東地区自治振興会
会長　田辺　亨司

丹波市観光協会

　事務局長　岸本　雅世

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
輝
か
し
い
新
春

を
ご
家
族
お
揃
い
で
お
迎
え
に
な
ら
れ
た

こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
議
会
広
報
編
集
委
員
一
同
、
心

を
新
た
に
し
、
さ
ら
に
努
力
を
重
ね
編
集

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
、
お

考
え
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

室
町
時
代
末
期
か
ら
村
人
達
が
五
穀
豊

穣
、
天
下
泰
平
を
願
っ
て
八
幡
神
社
に
舞

を
奉
納
す
る
も
の
で
す
。
青
垣
翁
三
番
叟

保
存
会
が
継
承
さ
れ
、
例
年
10
月
第
1
日

曜
日
と
月
曜
日

（
体
育
の
日
含

む
）
に
行
な
わ

れ
、
国
無
形
文

化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

地域づくりは、まず自分の地域を良く知る
ことが大事。東地区では、過日「城山登

山と分水界を歩く会」を実施し、60 数名の参
加がありました。地区のシンボル城山では、眼
下を見渡しながら八木甫瑳子郷土史研究会会長
の案内で由良川、加古川水系の「氷上回廊」に
ついて地理や歴史の話を聞きました。下山後は、
日本一低い分水界を歩き、途中狼橋や藤ノ木橋
ほとりの案内板により昔の伝説の話を聞きなが
ら資料館に着きました。館内では、水分れ周辺
の地形の話も聞きました。
　昼は、公園広場で各自持参の弁当を広げ、役
員による暖かい豚汁をふるまってもらい、みん
な大満足。「地元に居ながらこんなこと知らな
かった。これからもこのような事業をしてほし
い。」との声が多かった。次回は、本郷の船座
跡や地区内の神社仏閣を訪ねる歩こう会を計画
したいと思っています。

青
垣
翁
三
番
叟

　
　
　
　
︵
寺
内
小
和
田
八
幡
神
社
祭
礼
︶

▲もみじ三山のひとつ円通寺 ▲城山山頂で説明を聞く

▲翁の舞


